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さわかみ投信株式会社 様
コストは他社システムの20分の1！開発期間は約2週間！
初開催の大規模イベントを短期間で成功に導いたSPIRAL®
～「SPIRAL® シャリーン」で、QRコードを使ったスムーズな受付を実現～

さわかみ投信株式会社
業務内容：投資信託の運用・販売
http://www.sawakami.co.jp/

課題
●

●

●

3,000人の来場を想定した初めての大規模
イベントの受付業務をスムーズに運営した
かった
イベント終了後、即座にフォローメールを
送信し、アンケートを迅速・確実に実施し
たかった
企画から開催日まで4カ月しかない中、短
期間で導入できる低コストな受付システム
が必要だった

解決策
●

●

●

受付システムにQRコードを読み取って瞬
時にスパイラル®のデータベースと情報を
やり取りする「SPIRAL®シャリーン」を採
用し、スピーディで確実な受付システムを
構築した
「SPIRAL®シャリーン」で読み取った情報
を基に、スパイラル®のメール配信機能を
活用し、アンケートメールを即座に配信
できるようにした
顧客情報管理やメール配信機能があらか
じめ用意されているスパイラルを活用す
ることで、短期間で低コストな仕組みの
開発を実現した

選定理由
●

●

●

他社システムに比べ開発コストが20分の1
だった
すでに利用実績があったスパイラル®と
「SPIRAL®シャリーン」を活用すれば短期
間で開発できるため
来場者の属性などを蓄積してデータを活
用したり、アンケートメール配信をするな
どの用途に顧客情報管理やメール配信な
どの機能が簡単に導入できるスパイラル®
が最適だった

導入後の効果
●

●

QRコードの持参率が約9割と高かったこと
もあり、スムーズに受付業務を処理する
ことができた
来場者の年代や地域、来場時間などの
データの他、イベント直後にアンケート
メールを配信できたことで回答率も高く、
今後に生かせる貴重なデータを数多く収
集できた

主な機能
●

●

シャリーン
顧客情報管理

●

●

アンケート
メール配信

お客さまに発行したQRコードを
読み取るだけで受付処理が可能な
「SPIRAL®シャリーン」を採用。

お客様事例

企画部　甲賀 健 氏

Web開発に最適な PaaS

まず、貴社の概要と、CS 推進グループの
ミッションや業務内容についてお聞かせ
ください。

以前からスパイラル®をご利用いただいて
いましたが、これまでどのようなことに
使われていたのですか？

　当社は、投資信託の運用と販売を主な事業とする
企業です。日本で「投資運用」と言うと、資産家やお金
持ちといった、いわばお金が余っている人や、一種の
ギャンブルとして一攫千金を夢見る人だけがするものと
思われがちです。そんな中で当社では、日々真面目に
働く一般生活者の方向けの投資運用サービスを行って
います。すなわち、自分や家族の将来を真剣に考え、
10年・20年という長期で地道に資産づくりをしていこ
うというお客さまのお手伝いをしている会社です。
　社内組織は大きく分けて、企業を調査して投資先
を決定する運用部門と、商品の販売・顧客管理を担
う販売部門、そしてその他の企画・管理部門で構成
されています。
　私がいる企画部企画グループでは、ウェブサイトや
レポート、その他企画を通じたお客さまとのコミュ
ニケーション、対外的な情報発信や認知向上活動など
の業務を担っています。その中の1つとして、どのよう
なチャネルでお客さまとコミュニケーションを取って
いくかをテーマとしています。
　今回、「SPIRAL®シャリーン」（以下、シャリーン）を使い
開催した「運用報告会」もこうした取り組みの1つです。

　スパイラル®は2009年から利用を始め、主に「勉強
会」の受付システムとして活用してきました。当社では
全国のお客さまと直接お会いする機会としてかねてか
ら、各地で積極的に「勉強会」を開催してきました。
近年では、北海道から沖縄まですべての県で最低でも
年に1回は開催しており、都内近郊では50～60回は実
施しています。年間トータルでは150～200回程度にな
ると思います。
　当社は金融機関ですので、勉強会の申し込みをセ
キュアな環境で、しっかりと管理しなくてはなりませ
ん。既存のお客さまだけでなく、これからお客さまに
なる方も含め、申し込みを正しく受けて、情報も確実
に管理する必要があるため、大手金融機関でも導入
実績の多いスパイラル®を採用したわけです。
　この他、勉強会の告知などのまとまったメール配信
においても、スパイラル®を活用してきました。こうし
たメール配信を安全に運用できることも当社にとって
重要な要素です。

「運用報告会」でのシャリーンの採用
は、どのような経緯で決まったのですか？

　今回の「運用報告会」は初めてのスタイルで開催
するもので、これまでで一番大きなイベントです。
とはいえ、その企画が正式に立ち上がったのが開催の
4カ月ほど前。時間は限られていましたが、受付管理
にQRコードを使ってスムーズに運営したいとの思いが
ありました。そう考えていた時に、「そういえば、スパ
イラル®でできるのではないか？」と思い当たり、パイ
プドビッツの担当営業さんに問い合わせてみたとこ
ろ、実現可能との回答をいただいたのです。
　当初は、QRコードなどは使わず、申し込みをフォー
ムで受けるだけのシンプルな運営方法も選択肢として
はありました。しかし、初めての試みということもあ
り、どういう属性の方がどのようなタイミングでご来場
されているかを把握し、来年以降につなげたいという
意向がありました。また、イベント終了直後、ご来場さ

シャリーンによる受付処理は、iPadでQRコードを読み取ること
で行われた

初開催の大規模イベントをスムーズ
に運営し、アンケートやデータ集計
までこなすことができるシステムは？

シャリーンを使った今回の「運用報告会」
の受付はどのようなものだったのですか?

　当社のホームページに掲載した「運用報告会」の
受付フォームからお客さまにお申し込みいただく
と、申し込み完了画面にQRコードが表示されます。
それを印刷して当日お持ちいただき、受付のiPadで
読み取ることで来場処理が完了するシステムです。
また、QRコードは申し込み完了時に送信される確認
メールにも添付しました。当日、受付でスマホの画
面などにQRコードを表示していただくことでも、受
付処理ができるようにしました。
　この他、お申し込みいただいたお客さまがマイ
ページを利用できるようにし、キャンセルや申し込
み内容の変更などがWeb上で簡単に行えるようにし
ています。

さわかみ投信は、投資信託の運用・販売を行う資産運用企業だ。同社ではかねて
から、全国で開催する「勉強会」などによるお客さまとのコミュニケーションや情報
発信に積極的に取り組んでいた。今回は、初の試みとして、投資先企業と共に開催
する「運用報告会」を企画。同社にとって過去最大規模になるこのイベントの受付
業務に「SPIRAL®シャリーン」を採用した。その結果、短期間の開発で、お客さまを
お待たせすることのないスムーズな受付処理と、来場者データの分析、イベント
終了後のアンケートメールなどを実施するとともに、大幅なコスト削減も実現した
という。「SPIRAL®シャリーン」採用の経緯や、開発から運用までの詳細を企画部の
甲賀 健氏に伺った。
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コストと時間は狙い通り削減できましたか？

企画から「運用報告会」開催まであまり
時間がない中、システムの構築などで問題
は出ませんでしたか？

システムを作る際、気をつけた点はどんな
ところですか？

シャリーンは当日、期待通りに機能をし
ましたか？

受付以外ではどのような効果を発揮しま
したか？

最後に、弊社の業務クオリティや対応ス
ピードなどはいかがでしたか？

本日はありがとうございました。

QRコードをWebフォームの申し込み完了画面で出す、
確認メールにも載せる、マイページでもQRコードが見
られるなど、QRコードの存在を意識していただけるよう
工夫しました。電話でお申し込みされた方にも、QRコー
ドを印刷した紙を郵送しています。
　とにかく、できるだけ多くの方にQRコードを持ってき
ていただくことにこだわりました。

　今回のような規模のイベントは経験がなかったの
で、まずは円滑な運営をすることを1つの目標に設定し
ました。そのためにはまず、お客さまにQRコードを持って
来ていただかなければ狙い通りの効果は得られません。

　当日は約1,500人の方が来場されましたが、QRコード
の持参率は9割と非常に高く、シャリーンを使って効率
よく受付業務を処理することができました。申し込み
時に来場予定時間をお聞きしておいたので、ピーク
時間の予想ができたことも、スムーズな運営の助けに
なりましたね。
　また、報告会の一環として会場で行った特別講演で
も、申し込み時にどの講演に参加したいかのご希望を
お聞きしていたのですが、シャリーンでお客さまのQR
コードを読み取るとすぐに、iPadの画面にご希望の
講演名が色分けされて表示され、受付スタッフが即座
に同色のチケットを手渡せるようにしました。これは、
来場者名簿を使った従来の受付方法では実現できな
い、シャリーンを導入した大きな効果です。
　受付を担当したスタッフからは、「受付方法が複数あり
混乱が予想されたが、QRコード持参の方が多かった
ため、スムーズな受付を実現できた」と好評でした。
また、iPad9台をずらっと並べた受付はちょっとした
壮観で、ご来場者にもスマートな印象を与えられたかも
しれません。

　イベント終了直後には、配信予約機能を使ってアン
ケートメールを送りました。その回答率が高かったこと
も大きな成果です。会の終了直後に送れたのがよかっ
たのでしょう。また、アンケートのコメントも内容が濃
く、非常に有意義なご意見をいだだけました。
　また、ご来場の記録が取れたのも大きな成果です。
申し込みに対して実際にどれくらいの方が来られたの
か。その年代や地域、来場時間などのデータを取ること
ができました。とりわけ、予めお聞きしておいた来場予
定時間と、実来場時間の差異など、次回の開催にも大
いに役立つデータが得られました。

　先ほども触れましたが、非常に対応スピードが早い
印象を受けました。スケジュールや見積もりもすぐに出
していただいて、すばらしかったと思います。
　また、今回はシャリーン以外については自分たちで設定
しましたが、やはり分からないことも多かったので、サ
ポートの方にも丁寧に対応いただいて大変助かりました。

他社のシステムは検討しましたか？
そのうえで、シャリーンを導入いただいた
決め手はなんでしたか？

れた方のみにアンケートメールを送り、回答を受ける
仕組みがほしかったため、受付での来場ステータス管理
は必須でした。そのような仕組みを安価に実現できる
システムがスパイラル®のシャリーンだったわけです。
　つまり、スパイラル®やシャリーンありきで考えたの
ではなく、今までになかった規模の報告会を開催する
に当たって、当社の希望をもとに最適なシステムを考
えた結果がスパイラル®であり、シャリーンだったとい
うことです。

　他社のシステムも検討しました。しかし、端的に言え
ばコストが合いませんでした。他社から提案では、運
営システム全般からバーコードリーダー、ノートPCなど
の端末まで、オールインワンでお任せするかたちにな
るので、運営上は楽な反面、高額で予算的に見合うも
のではありませんでした。
　一方、スパイラル®の場合、iPadを必要台数分レンタ
ルし、来場管理で必要となるシステム部分だけを構
築・導入できたため、同様の仕組みを非常に低コスト
で実現できました。あくまで、通常業務で利用していた
スパイラル®の機能にシャリーンを載せるだけでよかっ
たわけです。

　具体的には、スパイラル®でフォームを作ったり、一
覧表単票を出したりといった作業は経験があったの
で、社内でできることは内製してしまうことで、結果と
して要件定義して外部に依頼するよりも、コストも時間
も削減することができたと思います。

　今回の「運用報告会」の運営面で一番重要なこと

は、お客さまにお配りしたQRコードを正確に読み
取ってきちんとデータとして反映させることです。そ
のため、最も肝要なシャリーンの設定は、当社では行
わず、パイプドビッツさんにお任せしました。
　結果的に、対外的な金額だけで見ると、他社さんに
全部お任せするのに比べ20分の1程度になりました。
実際には、社内リソースを使っているのでその分の
費用がかかっていますが、内製化したことでのメリット
もありました。
　システムを構築するにあたって、当社の希望する要件
を他社さんに正確に伝え、修正しながら実現していくに
はどうしても時間がかかってしまいます。そのため、必要
最低限の設定作業のみをパイプドビッツさんにお願い
することは、コスト面だけでなく、作業を短時間で効率
的に実現するためにも最善の選択だったのです。

　企画が立ち上がってから「運用報告会」開催まで
は、わずか4カ月ほどしかありませんでした。しかも、
招待人数も、会場の広さも、今まで経験のない規模です。
これまでは大きくてもせいぜい1,000人規模だったもの
が、今回は3,000人を目標に設定していました。開催
当日、多くのお客さまをいかにスムーズに受付し運営
するかという課題を短時間で解決する必要がありました。
　しかし、運営方法が決まり、先ほどお話した経緯で
パイプドビッツさんに相談してからは、あっという間で
した。見積もりとスケジュールを出してもらってから、
シャリーンをテストできるようになるまでが約2週間。
非常にスピーディーに対応いただけたと思っています。

他社システムに比べコストが20分の1。
約2週間でシャリーンの受付システム
を構築。

QRコードの持参率は9割！スムーズな
受付業務を実現。来場者の年代や地域、
来場時間など、貴重なデータも収集。



～ 博展オリジナル　イベント参加登録・管理システム『EXPOLINE entry』 ～
スパイラル®でイベント参加登録の管理システムを開発
自社ツールの活用でコスト削減とリードタイムの大幅な短縮を実現！
セミナー

株式会社博展は、展示会、商談会やセミナー等のイベント制作を支援する会社です。「人と人が出会う“場”と、そ
こで生みだされる経験や感動の“体験”をより価値あるものに」をコンセプトに、デジタル事業部では、リアルなイ
ベントの場にデジタルを組み合わせることで顧客体験を深化させたり、様々なデータを取得して分析・提供したり
といった取り組みをおこなっています。2013年頃より、大型カンファレンス案件が増えたことに伴い、プライベー
ト・セミナーカンファレンスをメインに担当する部門が本格に稼働しました。それと同時期に、デジタル関連の取
り組みを強化し始めたことから、カンファレンスの参加登録・管理システムを自社開発。プラットフォームにスパイ
ラル®を採用し、自社ツールの活用で作業負荷の軽減を実現しました。今回は、システム導入に尽力されたデジタ
ル事業部長（兼事業企画部長　兼デジタルテクノロジーラボ担当部長）の笠井 隆義氏、デジタルマーケティング
チーム ディレクターの大出 直子氏にスパイラル®導入の経緯や効果についてお聞きしました。

ポイント
課　題

イベント参加登録・管理にシステムで他社システムツールを利用していたが、ほぼ毎回カ
スタマイズが必要でコストが高くなり、リードタイムも長くかかっていた。

解  決  策

スパイラル®で博展オリジナルのイベント参加登録・管理システム『EXPOLINE entry』を開
発。自社ツールを持てたことで外注のコストと手間を省くことができ、業務が効率化された。

効　果

プロトタイプの開発から汎用システム化へ、さらに実際に利用していくことで見えてきた
課題を解決するバージョンアップを重ねた結果、リードタイムが大幅に短縮できた。

株式会社博展

代表者 : 代表取締役社長 田口 徳久

本 社 : 東京都中央区築地 1-13-14 NBF  
  東銀座スクエア 9F

事業内容 : 「Experience Marketing」を 
  事業領域とした、コンタクトポイ 
  ントにおけるコミュニケーション
  開発及び統合型マーケティング
  ソリューションの提供とグローバル 
  展開の支援

URL

https://www.pi-pe.co.jp/
showing/hakuten/

Webページでも詳細を
ご覧いただけます。

: http://www.hakuten.co.jp/

株式会社博展 様

メール配信 Web開発顧客情報管理 マーケティング 会員サイト構築
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　まず『EXPOLINE』は、カンファレンス版と展示
会版の２つのバージョンがあります。ここではカン
ファレンス版の『EXPOLINE entry』についてお話
をさせていただきます。『EXPOLINE entry』は、
一言で表現するとイベント参加登録の管理システム
です。当社で受託しているイベントの来場登録と
データ管理に利用しております。
　以前は他社のツールを利用していましたが、お客
様によって少しずつ求める機能が異なるため毎回の

カスタマイズが必要となり、その度に外注をしている
とコストが高くつき、依頼から利用開始までのリード
タイムも長くなることが課題でした。
　2013年頃から、当社としてもデジタル関連の取り
組みを加速したい考えがあったことから、自社で
ツールを持とうということになり、まずプロトタイプ
の開発に取り組みました。各社のクラウドサービスや
スクラッチでの構築を比較・検討していた中、スパイ
ラル®は、柔軟なWebアプリケーションのカスタマ
イズ開発にも対応できる環境が整っており、セキュリ
ティ面でも安心ができる開発プラットフォームだっ
たので導入を決断しました。
 

イベント参加登録の管理システムで外注をしていたが、
コストが高くリードタイムが長くかかっていた課　題

イベント参加登録の管理システム『EXPOLINE entry』を開発
外注のコストと手間が削減でき顧客管理の業務が効率化された解 決 策

『EXPOLINE entry』でイベントに合わせた利用をしながら、
業務効率を改善するための改修をおこないリードタイムが大幅に短縮できた効　果

　当社はイベントの企画制作から運営までワンス
トップで対応できることが強みのひとつで、来場者
管理をおこなう事務局の業務も委託いただくこと
が多々あります。『EXPOLINE entry』も当社内
に設けられた事務局が利用することが多いです。
　そして、『EXPOLINE entry』は、大きく３つの特
徴があります。利用者、つまり来場者と管理者（事
務局）の目線に合わせたシンプルで使いやすいシス
テム、スパイラル®を基盤とした高度なセキュリ
ティ、そしてクライアントすなわち主催者のご要望に
応える高いカスタマイズ性です。プライベートセミ
ナー（カンファレンス）、合同展示会、商談会など

様々なタイプのイベントで利用できます。参加登録
フォーム、参加者のマイページ、事務局用の管理画
面、当日QRコード受付アプリが基本機能です。お
客様の要望に合わせて、機能の追加やシステムのカ
スタマイズも可能で、イベントの参加登録情報を一
元的に管理できます。

　最も大きく変わったのは、イベントごとに必要な
この参加登録・管理システムの準備そのものの業務
効率が大きく改善されたことです。イベントの制作
における膨大な業務のなかで、Webサイトはほんの
一部の工程です。他に優先しなければならないこと

がたくさんあり、Webサイトの掲載情報がなかなか
決まらないこともよくあります。一方では、1日も早
くWebサイトをオープンして一人でも多くの参加者
を獲得したい思いがあり、必然的に制作期間は短く
なりシビアです。
　そうした状況のなかで、外注との細かなやり取り
は大きな時間のロスでした。
　『EXPOLINE entry』を利用し始めてからは、公
開までのリードタイム短縮はもちろん、公開後もあ
る程度の変更作業は自社で完結できるようになりま
した。これはスパイラル®の標準機能をうまく利用
させていただいている所以かと思います。当社内の
事務局スタッフも自社のツールを使い続けることに
よって、操作が慣れて作業効率が上がるメリットも
でてきました。

 スパイラル®を基盤とした      　
『EXPOLINE entry』はどのようなシス
  テムですか？

　まず2013年にスパイラル®の導入でプロトタイ
プを開発しました。初めはソースを流用する形でお
客様に提供していましたが、スパイラル®のアプリ
機能を使って、2014年3月にプロトタイプを汎用
的に使えるよう改修をおこない、『EXPOL INE     
entry』としてリリースしました。プライベートカン
ファレンスイベント用に開発したものですが、小規
模セミナーや商談会など、様々なタイプのイベント
で利用を拡大しています。
実際に利用を積み重ねると、やはり様々な課題、要
望が出てくるものです。昨年2016年3月には、そう
した課題、要望をふまえていくつかの機能を改修・
追加し、リードタイムも1/3短縮することが可能に
なりました。

　アプリ化していても、イベントの内容に合わせて
初期設定が必要になります。『EXPOLINE entry』

は全てオリジナルソースで作成しているので、
フォームの入力・確認・サンキューの各画面、一覧
表・単票、マイエリアと、ソースの書き換えだけでも
かなり手間がかかっていました。これを、スパイラ
ル®のカスタムモジュール機能を使って共通パーツ
化し、一括で変更できるようにしました。画面数も
多いので、大幅に作業効率が改善されました。

　今後も、バージョンアップを行っていくことで、イ
ベント主催者であるお客様のご要望により柔軟にお
応えできることはもちろん、イベントに参加されるお
客様にとっても、もっと便利で、もっと使いやすく、
さらに価値を提供できるようにしていきたいと思っ
ています。
　あとは、今回は実装できませんでしたが、スパイ
ラル®ならスマホアプリやSNSとの連携などにも
チャレンジしていきたいです。そのためにも、もっと
開発パートナーさんが増えて欲しいと思っていま
す。スパイラル®で実現できそうなお客様のニーズ
は他にも数多くあり、開発パートナーさんが増える

ことは私たちにとってもプラスです。
　スパイラル®と他サービスとの連携により今まで
できなかったことができるようになればさらにお客
様のニーズにお応えできる幅が広がると考えていま
す。今後も新しいご提案をしてもらえることをパイプ
ドビッツさんには期待しています。

スパイラル®を導入した結果、どのよう
な成果がありましたか？

システムの構築で工夫された点、こだ
わった点などはありますか？

今後、このサービスをどのように発展さ
せていこうとお考えですか？

『EXPOLINE entry』を 利 用し始め
て、イベント参加登録・管理業務はど
のように変わりましたか？

本日は、ありがとうございました。

デジタル事業部長 　笠井 隆義 氏

デジタル事業部　デジタルマーケティングチーム
大出 直子氏

『EXPOLINE entry』にスパイラル®を
導入した経緯を教えていただけますか？

※部署・役職はインタビュー当時のものです。

0120-407-515 受 付 時 間
平 日９ : ００～１８ : ００

〒 1 0 7 - 0 0 5 2 　 東 京 都 港 区 赤 坂 2 丁 目 9 番 1 1 号  オ リ ッ ク ス 赤 坂 2 丁 目 ビ ル（ 受 付 2 F ）



SPIRAL® 活用イメージ　セミナー管理編
ver.20210304

発行             株式会社パイプドビッツ
URL : https://www.pi-pe.co.jp/

※記載された会社名、各製品名は各社の登録商標または商標です。
※本テキストの全部、または一部を無断で複写/転写することを禁じます。

　　 0120 - 407 - 515株式会社パイプドビッツ
東京都港区赤坂 2-9-11 オリックス赤坂 2丁目ビル（受付 2F）

お電話、フォームからお気軽にお問い合わせください。

0120-407-515（平日9：00～18：00） 事例やSPIRAL®について
詳しく聞いてみる
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